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シンガポールと日本の外交関係樹立 50年周年を記念して 2016年 10月29日(土)、 30日(日)に
SJ50“Ma臼uri"(日星国交 50周年の交流イベント)が開催された。このイベントに関連して、一般








































タッセル(2個入り) 411 写真 1 レジンアクセサリーの試作品
今回は、小さな花びらで試作したが、今後はツツジの花全体を利用した作成法の検討が必要となる。
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また、本年4月のつつじまつりで予定されているアクセサリーの販売、体験教室の開催をより効果的
に行うために価格設定や十分な準備を進めていくことが必要である。
さらに、物販に加えて、ツツジ鑑賞の満足度向上も重要である。現状では、最盛期において、必ず
しもツツジが椅麗に見えるポイントに誘導できているとは限らない。また、来訪前に駐車場を検索し
たり、駐車場からの経路を適切に誘導することができていない。これは、公園HPで情報提供が十分
でないことや検索ツーノレ (Google)などで駐車場が検索できないこと、視点場までの経路探索ができ
ないことによる。そこで、視点場にうまく誘導するツールとして AR(Augmented Reality、拡張現
実)の利用が考えられる。 ARとは、コンヒ。ュータを利用し、現実の風景に情報を重ね合わせて表示
する技術である。スマートフォンでは、あらかじめアプリをインストールし、 GPSやQRコード読み
取りながら、リンクしたサイトとの通信により、画面上に映し出される現実の風景に重ねて様々な情
報を表示する。例えば、現実の風景に昔の風景を重ねたり、地域のキャラクターと一緒に撮ったりす
ることができる。一方で、 ARのデメリットとして、アプリを利用する際に時間がかかること、コン
テンツを逐次更新する必要性があること、高額な制作費用があげられる。
そこで、他の手段による疑似ARの仕組みをグーグ、ルマップを用いて構築することを検討した。グ
ーグルマップ。内のマイマップによって、ポイントとなる場所を設定して詳細情報へのリンクを行い、
視点場への経路誘導、最盛期の花山の写真の再生などが可能となる。低廉な導入コスト、アプリが事
前にダウンロードが不要などのメリットが考えられる。本年度は、これらの整理にとどまったが、来
年度では実際にシステムの構築を行う予定である。
この疑似ARは、オフピーク時への効果も期待できる。ツツジの最盛期以外は美しい花山を楽しむ
ことができない。そこで、オフシーズンに公園を訪れた人にバーチャルで、最盛期の花山を体験しても
らうことを代替手段として、最盛期への来訪動機・期待の醸成が期待できる。このオフシーズン対応
では、さらなる集客のために、観光資源の切り口を変えながら活用したり、新たな観光テーマの設定
をしたりと、潜在訪問者への動機づけが重要となる。その対策として、
1)イベント開催場所の移動:市内で、行われているイベントの会場をつつじが岡公園に変更し、それ
を活用して公園の賑わいを創出する。
2)日常的なイベントの開催:市民相互のコミュニケーションを取る場として公園の機能を高め、具
体的にはワークショップ、教室、体験などを実施する。(例:男子小中学生向けに城沼の生態系に
ついての教室、女子小中学生向けには館林の資源を使った押し花や花びら染めの体験教室、ハン
カチやランチョンマットやコースター作成等)
が考えられる。そこで、本年度は染色の体験教室の実現に向けて、花びらを活用した染色の実験を
行った。東武トレジャーガーデンよりパラの花びら(赤、ピンク、黄・オレンジ)を提供いただき、
シルクハンカチを染色した。実験では、購入した器具や薬剤を使用して、館林市城沼公民館調理実習
室で、行った。
染色工程の第 1段階目では、花びらの色素がある部分のみを利用するため、花びらと他の部分とに
選別したのち、布の下漬け処理を行った。次に、フードプロセッサーで細かくした花ぴらに染色液を
入れ、約 1時開放置して色素を抽出した後、これをろ過した抽出液で、シルクハンカチを染色、最後に
発色剤を添加する手順で、行った。全工程を行うのにほぼ 1日かかったため、時間の限られる体験教室
で全てを行うのは難しいと考えられる。そのため、実際に実施する場合、花びらの選別などの前半部
分、もしくは染色する後半部分に限定するのが好ましいといえる。また、様々な薬品を使用するため
安全性をチェックする必要がある。なお、花びらを使用した染色は、つつじが岡公園だけでなく、東
武トレ、ジャーガーデンの資源も利用することができ、館林の観光資源との親和性も高いと考えられる。
なお、作成コストはハンカチ代 (500円)を含めて、 1枚602円で、あった。本実験はパラを用いた
ものであるため、ツツジを利用した試行が今後の課題といえる。
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写真2 染色実験の風景
表2染色実験にかかった費用
4. rつつじが岡公園運営会議」の開催
本年度、つつじが岡公園運営会議を 3回実施し、公園の関係主体による賑わいのある公園づくりに
向けて議論を行った。先進事例の調査から導かれた、責任を有する活動実施や当事者意識掴養のため
に、小回りがきく組織の構築が重要との知見をもとに、 3つの分科会を設けて、より具体的な検討を
進めることとした。まず、「誘客連携分科会」では、周辺地域・施設と密接に連携をはかりながら、チ
ラシ配布・キャンベーンを共同して実施することや誘客のための周遊ルート設定の検討を行うことと
した。また、「市民連携分科会」では、つつじガイドボランティアや花緑増やし隊、区長OB会などつ
つじが岡公園と密接に関連する主体との協力体制の構築、市民活動の結集を通じた仲間作りの場の創
設に向けて具体的な検討を行うこととした。最後に、来訪のためのアクセシビリティ向上が重要と考
えられるため、「交通分科会」では公共交通の利用促進にむけた検討を行うこととした。
5. まとめ
つつじが岡公園の有効利用、入園者の増加を目的として、まず他地域の事例調査を行った。名古屋、
神戸などの事例から、各地で住民参画型の公園づくりが試みられており、そのために、単なる活動の
場として公園が機能するだけにとどまらず、その運営まで住民自身が積極的に関与していること、お
互いの活動が互酬牲という d性質を持つことによって賑やかさの創出にも寄与すること、責任を有する
活動やそのために小回りがきく組織の構築などが必要不可欠であることが明らかとなった。
また、公園の賑わい創出や収益確保に向けた「花を活用した観光振興」では、オンシーズン、オフ
シーズンに分けて検討した。オンシーズンでは、レジンアクセサリーを用いた花を活かした物販の強
化、ならびに視点場への誘導等を狙いとした疑似ARの整備を検討した。この疑似ARは、オフシー
ズンの公園来訪者にとっても効果的であると考えられる。さらに、イベント実施を念頭としたパラに
よる花びら染色の実験を行った。これらは試行段階であるため、今後は商品化、本格的なイベント実
施のための体制づくりが課題となる。
さらに、上記の検討を具現化するために、つつじが岡公園運営会議において、誘客連携分科会、市
民連携分科会、交通分科会の 3部会を設置した。それぞれの活動を通じて施策を実施するとともに、
その影響、効果をモニタリングしながら、組織体制のあり方、費用対効果の観点からよりよい公園づ
くりに向けた事業推進、多様な取り組みを行うことが今後の課題と考えられる。
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